





















































































結   果：【研究１】 
地域での中核病院である総合病院に勤務する一定程度の経験をもつ（職業






      質問紙の配布数は 1,490 部であり、回収率は 72.4％（回収数 1,079 部）、
そのうち質問項目全てに回答した 1,009 名を分析対象とした。 





0.001）。また R2 は 0.351 であった。モデルは適合することが確認された。 
       







     【研究２】 










る情動知能以外に影響を及ぼす因子があることが示唆された。       
結   論： 情動知能は、共感満足の向上に寄与することが示唆されたため、今後の看
護教育などに活用が期待される。一方、共感疲労については、情動知能では
説明が不十分であることが確認された。今後の看護師の共感満足・共感疲労
への対処の方策としては、自己認識を効果的に行い、人間関係をはじめとし
た環境への適応や対処を促進する情動知能を高めると同時に、個人では対処
ができない課題を整理する組織的な方策も必要とされる。 
 
